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■羽野書記長・総括答弁

初めに
　今回はコロナ前の松江大会以来のフルスペックの大会をさせ
ていただいた。今回の富山大会はこのような形で開催することが
でき、本当に良かったと思う。
　コロナが5類に移行し、この3年間を振り返ると、鉄道は社会に
必要なインフラであることからなくなることはないが、会社は正直
潰れるのではないかと思っていた。私たちは福知山線列車事故を
経験し「安全」を強く意識するようになった。そして、今回のコロナ
禍の経営悪化を経験し「雇用」を強く意識するようになった。その
意識を皆さんと一緒に継続して持ち続けていきたい。コロナ禍を
振り返ると言い尽くせないほど初めてのことを多く経験した。例え
ば、ボーナスについては航空業界はゼロになっていたのを減額と
いう形で支給があり、また一時帰休の際にも労働協約上は基本
給が60/100となるところを100/100としてきた。これも私たち労
働組合が会社と交渉した結果であり、労働組合の必要性も改め
て認識することができたのではないかと思う。
　この3日間、代表質問では15名、第1小委員会では36名、第2小
委員会では41名、合計92名の方から発言をいただいた。皆さん
からいただいた声については、これから始まる労働協約改訂交渉
を含めて、今後の労使協議の場で会社へ訴えていきたい。
安全について
　昨年も同じことを申し上げたが、ひとたび事故を起こすとどうい
うことが起きるのかということを改めて皆さんと一緒に考えたい。
簡単に申し上げると事故が起きれば「人生を止める、大きく変え
る」ということになり、会社という組織で考えると信頼が一瞬にして
失墜するということになる。また、亡くなるということになればご家
族や周りの方々が悲しい人生を送ることになる。そのためにも安
全を守るということだろうと思う。本日も西バス地本から提起の
あった「ＡＢＣ運動（当たり前のことを馬鹿にせずちゃんとする）」
については今回の議案書にも多く引用しているが、それをしっかり
と取り組んでいただきたい。
　新たな安全考動計画に「心理的に安全な職場をつくる」という
ことが盛り込まれたが、本来は何を言っても危険を感じない心理
的に安全な職場であれば創造性が高まるということである。ただ、
そういう何でも言い合える環境になれば「アサーション」で始まる
権威勾配を排して言い合える環境になることからも心的安全性と
アサーションは同義の言葉でもある。
　今回の安全考動計画の中に雪害の反省を踏まえて現場主義
的な言葉が盛り込まれた。少し振り返ると15年前に公表した「安
全基本計画」に三現主義（現地、現物、現人）という言葉が登場し
ている。15年前に現場を大事にしましょうと言っていて、今回改め
て出てきているのは忘れているのかと言いたくなる。鉄道は現場
があって成り立っている産業であることから、その現場をサポート
できない組織であるならば見直す必要があるのではないかとも考
えている。昨年に実施された組織構造改革については引き続き会
社と議論をしていきたい。
　このほか、西バス地本の発言で少し触れられていたが、安全を
守るためには「ひと手間かける」ということも必要ではないかと思
う。今年の1月に発生したトラックの転動により起きた死亡事故で
手歯止めをしていれば防げたのではないかと思っている。高速バ
スはＰＡなどのフラットな箇所に停車していても手歯止めをしてい
る。基本行動の徹底に加えて、このひと手間かけるという行動は大
事なことである。
一時金と賃上げについて
　今回のコロナ禍で人件費はコストではないという考え方に世の
中が変化した。人件費は将来への成長投資と明言している企業
もあり、さらには2030年まで賃上げを続けると言っている企業も出
てきた。これは、ＪＲだけでなく好調な企業においても離職者が増
えており、いい人材をいかに確保するかが今の日本の労働の流動
化の流れとなっている。一時金に加えて来春闘でも賃上げを求めて
いくということになる。一時金について、具体的なことはまだ決めてい
ないが、今後地本代表者を含めて皆さんと一緒に考えていきたい。
　一昨日のレセプションにおける長谷川社長は挨拶で景気のい
いことをおっしゃっていた。社長は一時金と一言も言っていない
が、皆さんは一時金と解釈したのではないかと思う。ただ、会社の
業績を見ると昨年の決算は通期予想をかなり上回る決算であり、
さらに今年度の通期予想においてもそれなりの水準で想定をして
いる。最近のご利用も好調になってきており、さらにインバウンドも
コロナ前の水準に戻っているという報道もあった。今年から来年

にかけてビッグプロジェクトが開業することからも景気のいい話
が続いていくことになる。
　先ほども述べたが、人件費はコストではなく成長投資である。その
成長投資を支えているのは私たち社員・組合員である。そして、もう
一つ大事なのはグループ会社や協力会社であり、そこで働く皆さん
に対して賃金や働き方という形で良い循環を作っていかなければ
ならない。そのような仕組みを作るのは親会社の役割である。
　賃金は最大の労働条件であることからも皆さんの声をいただき
ながら、引き続きしっかりと議論をしていきたい。
離職防止にむけて
　離職については、昨年から取り組んできた提言の骨子をお示しし
たが、これを一つずつ具現化していくことが大事であり、この提言は
ゴールではなくスタートになる。短期的に実現できるような内容に
ついては今回の協約改訂交渉や春闘において議論し、中期的な内
容については少し時間をかけることになる。コロナ禍で多くの仲間
がＪＲ西日本を去っていったが、このまま離職が続けば会社の屋台
骨が崩れることになる。この提言にあるように働き方などを見直すこ
とで、さらに魅力ある会社となり、皆さんが活き活きと笑顔で働ける
ようになると思っているので、地道に取り組みを進めていきたい。
　ワーキングイノベーション委員会の中で、離職を止めるために大事
なことを３つあるのではないかと申し上げた。一つ目は「会社が社員・
組合員を大事にすること」、二つ目は「社員・組合員がもっと会社に対
して関心、興味をもつこと」、三つめが「上司、同僚を含めて人間関
係をよくすること」である。この三つめが最も重要で人間関係の良い
職場では、助け合える職場で、楽しく仕事ができるため辞めるという
選択肢があまり出てこなくなる。すぐに実現するわけではないが、
1つずつ着実に皆さんと一緒に取り組んでいきたい。
　雰囲気をよくするために皆さんに言っていただきたい魔法の言
葉がある。「ありがとう」という言葉です。ありがとうと言われて怒る
人はまずいないと思う。仲間や家族、友人などをいたわる言葉を、
「お疲れ様」もそうかもしれないので、ぜひ職場やプライベートの
場面でも言っていただきたい。しかし、残念なことに１月の雪害以
降に本社や近畿統括本部の中で「あほ、ボケ」といったワードが飛
び交っていた。そのようなタイミングで新しい安全考動計画の案
が示され、そこに「心理的安全な職場をつくる」という項目が盛り
込まれていた。まさに、真逆のことが会社では起きていた。ハラスメ
ント防止のポスターも更新したので、働きやすい職場づくりに向け
てはハラスメント防止の取り組みも進めていく。
組織構造改革について
　昨年10月の本社や統括本部などの組織構造改革について、今
年１月の雪害を一つの良い教訓として今一度検証する必要があ
る。まだ、１年も経過しない中で見直すとなると大きな経営判断が
必要となるかもしれないが、懸念していたことが発足して間もない
タイミングで表面化した。そのほか、本社、近統、中統の間接部門
の課題について、それぞれの地本・総支部から要員を削減された
が業務量が減っておらず「悲鳴」を上げているということであった。
すぐにできること、できないことがあるかもしれないが、皆さんと一緒に
考えて改善していきたい。
　今回の大きな統括本部ができ、一つの課題が浮き彫りとなった
ことがある。統括本部は会社組織で言えば支社であり、支社たる
部門の最大のミッションは現場をサポートするということである
が、それを忘れかけているのではないかということである。組織と
してサポートするエリアが非常に大きくなり、現場との距離が遠く
なっていることが一つの要因だと考えている。大きな組織改正で
あったため見直すことはすぐにはできないかもしれないが、これから
も言い続けていきたい。
労働協約について
　労働協約について、お盆明けから交渉を始めるが、コロナ禍で
実施していた時限的措置の恒久化を一つでも勝ち取りたい。そし
て、２年に一度の労使間ルールの議論を今年は行うが、これにつ
いても一つでも改善を図っていきたい。加えて、離職防止について
は今回骨子を提起させていただいたが、それに基づく申入書を協
約とは別に会社へ提出し、離職防止に向けた仕組みを少しでも
作っていけるように議論をしていきたい。
組織について
　コロナ禍で組合員との距離が遠くなっていたが、５類に移行し
地本、支部、分会での行事などが再開し組合員の皆さんからの声
を聴いていただいていると思うが、役員の皆さんは職場の仲間の
声をもっと聴いていただくのと、目配せをして、気にかけて、ひと声

もかけてほしいと思う。世代が
違うと対話しづらいということも
あるかもしれないが、先輩世代
は目線を下げ、若い世代は逆に
目線を上げるということで、お互
いに目線を合わせる努力も必要
である。
　また、コロナ禍でオンラインでも仕事ができるようになったが、
私たちの活動はデジタルではなく、アナログであり、対面での付き
合い、活動をもっと意識をしていただきたい。
女性活躍について
　女性組合員の年齢が上がってきたことで更年期障害への不安
の声が増えてきた。更年期になると出てくるものであるが、体調の
変化が出だす状態を「更年期症状」といい、それがひどくなり生活
に影響を及ぼすことになって初めて「更年期障害」というそうであ
る。今回の労働協約改訂の申し入れに、その更年期への対応とし
て血液検査の実施を一つの項目として盛り込んだ。一定の費用が
掛かるため会社は「はいわかりました」とは言わないと思うが、健
康経営と言っている以上、しっかりお金をかけていく、コストでは
なく投資をすべきである。
　このような声は、これからは男性役員ではなく女性役員が発信す
べきであると考えている。今年は人事改選の年であることからも地
本、支部、分会に一人でも多くの女性役員をつくっていただきたい。
政策・政治について
　ＪＲ業界にない業界団体をつくるべきという発言があった。私た
ちは国会議員懇談会の議員を通じて、政策制度要求をこれまでも
してきているが、ＪＲ各社はそこまではしていない。他産業では業界
団体が多くあり、ロビー活動を通じて様々な政策制度要求を政府
や国に対して行っている。この業界団体の必要性については、昨年
のＪＲ連合３０周年の提言にも盛り込まれているが、ＪＲは国鉄時
代に政治に振り回されたという苦い経験もありそのような活動を避
けてきたが、これからは必要だと考えている。ただ、少し動き出して
いるところがあり、それが今後そのような組織になっていくのかは見
ていきたい。
　今後はローカル線問題も動き出すことから、引き続き地方議員
の力を借りながら、できることは限られているが取り組みを進めて
いきたい。
共済について
　交運共済からこくみん共済coopへの契約移転について、９割
以上の書類提出をしていただいた。この数字は自慢できる数字で
あり、まさに私たちの組織力を証明できるものとなった。この取り
組みを進めていただいた各級機関役員の皆様に感謝申し上げ
る。ただ、最後の最後に書類不備で手続き上契約移転が完了し
ていない方が一定数いるという状態になっており、皆さんにも迷
惑をおかけしており反省しなければならない。
財政について
　今後の財政について、来年以降の大会を含めて、聖域を設けず
に議論をしていきたい。組合費の支出を見ると一番多いのが人件
費であり、次に地方費、連合などへの加盟費の順番であり、日 の々
活動にかけている経費はそこまで大きくないというのが実態であ
る。会社と同様の発想に立てば人件費に手を付けるということに
なるが、いまや現場の声を聴くなど現場サポートしているのは会
社ではなく、私たちであり地方本部である。次の人事改選に向け
て専従体制、組織体制、各種活動のあり方などを２年かけて議論
していきたいと考えている。
　そして、まずははじめの経費削減として来年の大会を最も交通
費がかからない京阪神地区で１泊２日の小委員会を含めた大会
とする予定である。
さいごに
　我々の最大の強みは、グループを含めて各職場に業務に精通
した組合員がいることである。安全を基礎に取り組みを進めてい
きたい。加えて、本日お集りの役員の皆様は職場のリーダーです。
今まで以上に組合員に寄り添った世話役活動をあらためてお願
いをしたい。
　これからもコロナ禍のようなことがありかもしれないが、皆さん
と協力をして乗り越えていきたい。
　今年のメインスローガンに掲げた「安全を基礎に絆を強め、未
来を切り拓こう」の実践に向けて、上村委員長を先頭に頑張って
いきたい。
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